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結合であったものでも最後には強結合になるであろうと推測 した｡ しかし, この場合
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d(1,J})主 1
㌃(1,J})- 1 i (8)
となる｡ 次に (4)の左辺がくりこみ変換に対 して不変な量であることを用いると,
Z290(i)- Z2gス(A;J})- Z2 91′(i;J}′)









d ( 言 ,Jl′) - d (吉 ,Jl′)d (‡,Jl)
訂 ( 貫 ,Jス′) - ,( 吉 ,J}′)T(言,J ス )
となり,これらがくりこみ変換の基本方塩式である｡
続いて不変結合定数の表式を得るために, (4)と (7)から,





















d. (;,J.) - d (? ,J})Z2
･. (芸 ,J｡)- T (言 ,Jl)Z3-1
Jo- Z3Z-21JA
これから次式が得られる｡
?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
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d;(芸 ,J｡) d′(言 ,Jス )













〔丑〕 摂 動 計 算
まず,摂動計算を用いるのに便利なように (2D)を書きかえよう. pseudo-fermionの
Green関数に対するDysonの方程式
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･ ,≡,2/:1/dg Go(wl,fl,Go(W2,E2,90(- 1+W2)(23)
ここで,スピン添字は;2度 くりかえしたものは和をとるものとする.又,Green関数
の和と積分を実行するに際し,
苦言-′竺 dE- p/dE2∬ 2

















































I -∴ - 1一 三 ∴ ､
が得られる｡
(29)と(31)を toの定義 (14)-代入すると, 図 3
･.(芸,J.)- - 2J｡Bn芝-2iS(S十1ト lIJ.2Dn君 (32)
最後に, (24)と (32)からw-Dの極限で,
F:(zZ,': 2:iS2'{ls'(zs2.1,_1,Z2 I (33,
となるO ここで,a)-DでJinv.- Joとし,Jinv.-Zとおいたo
すべての最強発散項の和による不変結合定数を求めるには, (33)で Zの1次まで近


























で q(Z)を定義し,境界条件, x-Oの時 Z-J.で任意定数 q(I.)を決定すれば,












とな り,W-0で d誌 が有限であると仮定すると, f(Z)-0であるO この時の Z の
値を Z｡とし, Z｡を固定点と呼ぶ ｡ 固定点の近傍でくりこみ群の方程式は,
1 dz
zodx- f′(Z｡ )(Z-Z｡)























































(45)の各次数での近似は; 図4のようになり, (46)は (a)の場合である｡ 今,
(45)をpseudo-fermionのGreen関数と頂点部とに分離して考えれば,
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S.S_-÷+sz, S_S+- 喜 一 sz


















Jil,W2. -JEn2V. - const･
1 d JiZv｡ 2JilrN2.










号 oαla2S+β′β2+ す oala2S-β′62 十 Jz OZla2Szβ ′β2i





x iJi oa2α1S+β1β + す oαα S-β1β + JzO孟2α lSzβ1β}
~ +
21










と比鼓 して,対数発散の部分をつけ加え, (55)と一緒にして, ㌔ に対し次式が得 ら
れる｡
a)
･｡+- 1+2JzBn盲 +2iJ.JIS(S+1)-(J+I- Jz2)M(M･1)J.JJDn芸
･._- 1十2JzBn芸 ･2iJ.I_S(S十1ト (J.J/JZ)M(M-1)-J.JJBn芸
･oz - 1･2% Bn;･2{J･J-S(S+1,-(J･J- J…)M2-J･J-1Bn;(58)
ここで,Mは相互作用する前の局在スピンの Z成分の大きさを表わす｡又,同様にL
て,〟についても計算すれば,
H - 1･2〔J+JJ s(S+1)-M2日 J…M2iBn芸 (59)
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この時,T-0での固定点の大きさをみるために, (60)の右辺をOとおくと
































の他の書物 9)から多くのことを教えられたことを付記 し,感謝の意を表 します｡
[Appendix】 くりこみ可能性
ここでは, S-d系にくりこみ群の方法が使えるための基礎づけとして, (1)のハミ






, Ia - (A.1)
となる｡
poを伝導電子のエネルギー, Eを伝導電子の運動エネルギー,koをpseudo-fermion
のエネルギーとすると,S行列中の積分変数は, dpol･･dpolp dEl ･･dEIpdkol･･･
dkolaであ｡,運動量保存則に関LfCa関数は,各 vertexで,エネ′レギー の保存則の





219十 Ia-n十 ト (Ip+Ia)≧0
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となる｡ これから,発散図形は,
(イ) Ep - 0
- < 三 > 一 一
(a)
(ロ) EP - 2




となるが, (a)は pSeudo-fermionのGreen関数 9の中-くりこまれ, (b)は伝導電子
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